特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年11月29日436号

野鳥観察会　23日　24名の参加
雨が上がり河川敷に出ての観察が可能になりました。今年も姿を見せるノスリの確認も出来ました。又、お話に聞くことがあっても姿を確認することが難しいアザサや2年ぶりにカワセミを全員が見ることができました。そして里山の会のフイールドスコープが各班に1台ずつ当り、ゆっくりと観察できて美しい野鳥の姿にすっかり取りこまれる人も出てきました。声を聞き分けるのも楽しいのですが、初心者にとってはスコープによって身近に観察できる事は素晴らしい出来事であり、印象深い1日となります。僅か2時間足らずの時間で27種類の野鳥が観察できました。また多くの鳥が羽を休められ、生活できる豊かな自然の木津川であることを改めて知ったと感想文に書かれていました。あいにくの天候でしたので来られなかったみなさん、来春にも開催いたしますのでぜひお越しください。
里山農園　第1次整備作業　完了
5月まで少しずつ切り開いてきました里山農園予定地でしたが、なかなか思うように切り開くことができていませんでした。ところが自走式の草刈機を用いますとバリバリと太い笹竹も通過するだけで瞬く間にチップ化されて、整備が進みます。大変な能力を発揮するものです。これを使って数10年間放置されていた3号地から9号地までの放棄田を復元させることができました。山裾の下草刈りも完全に行って、イノシシなどが通る「けもの道」も切り開かれて、出没もしにくくなったのはないかと思います。これで3号地から9号地までの約2反が整理できて約3反の農地が復元できました。水路を掘削し、排水溝を作り上げれば立派な畑が実現することになります。力を合わせれば凄いフィールドに生まれ変わります。少しの時間でも自然の懐にお越しください。お待ちしております。
部会報告　
農業部会　　3月からの労務提供は273人の皆さんが作業を進めていただきました。またできた作物を受け取っていただいた皆さんは単純計算で延べ1375人の方々に喜びを届けました。昨年度は600人程度でしたから早くも2倍を超えているのです。昨年は猪によるサツマイモや黒豆に被害が続出して、成果物が全くなかったのです。新設した朝どりで並べる里山コーナーもかなりの効果を上げています。しかし、栽培して収獲し、朝どりを並べるまでとなるとなかなか大変です。　昨年より連続して作業を進めて戴いている皆さん数人に作業が集中して、これではたまらんと言った弱音も出ています。年々歳を重ねて来ると当然だと思います。一度里山農園のスタッフとしてご参加くださいね。
植物部会　　12月中に25カ所の管理地の点検と明示杭の打ち込みを行います。また受持ち調査場所の集約することにしています。
環境部会　　12月7日に木津川水調査野結果をまとめ、総括を行う予定をしています。
　
木津川部会　近畿「子どもの水辺」交流会に向かっての準備を進めています。
ミカン農家へのボランティア募集　1日（土）　集合　9時30分　ＪＲ奈良線　山城多賀駅　午前中の作業となります。
　　
京都大学院生の　研究論文発表会　発表者と内容が決まる　参加大歓迎　12月15日（土）　
13時より17時まで　京田辺市中央公民館　
１　木津川における河床低下の歴史的変遷　鈴木竜彦　京大・工・都市社会工学専攻
２　木津川におけるダム堆砂と砂利採取による土砂移動量の減少　松本理佐　京大・工・都市社会工学専攻

３　木津川の自然環境と生態系変化の実態と河床低下　福田翔平　京大・工・都市社会工学専攻

４　木津川の土砂移動活性化手段と土砂資源活用法の検討　　田中皓介　京大・工・都市社会工学専攻

５　木津川たまりのタナゴとイシガイ野生息場評価　　　寺田匡徳　　京大・工・都市社会工学専攻
６　木津川の河床地形の歴史的変遷と生息場評価　　　　崔　美景　　京大・工・都市社会工学専攻

７　木津川のための河床地形管理の基本的な考え方　　　竹門康弘　　京大・防災研・準教授
12月2日（日）　第4回山田川水ウォッチング　集合　午前9時30分　木津川市柘榴公民館　20人の申込受付します
12月8～9日　（土～日）　京都府環境フェスタ　　京都市竹田　　二日間とも里山の会員からの活動発表が有ります
木津川マラソン３０回大会記念レセプション　１２月１日　１８時　同志社大学　カフェテリア　里山の会から２０人が出席予定
パソコン教室　毎週木曜日　10時から　里山の会事務所　12時まで　　参加者募集しています　
里山の会パソコン教室ではこの時期年賀状作りを進めてきました。初心者大歓迎でやっています。世界に一つしかないハガキを作りましょう　参加費無料です。
京都府環境フエスタ　12月8～9日　近鉄京都線　竹田駅下車　無料送迎バスあり　会場：パルスプラザ　午前10時開場
初日の8日、13時からワークショップ舞台で「イタセンパラの復旧を目指す取組みと題して、大阪府立高校の先生で、淀川環境委員会委員で里山の会顧問、そしてイタセンパラの研究者である小川力也先生の講演が始まります。木津川や、イタセンパラの生態に関心をお持ちの方、是非一度お聞きください。イタセンパラの生態研究を木津川のワンドで実施してその生態を初めて明らかにされました。現在イタセンパラの研究者では第一人者です。みなさんの疑問や関心にきっとお答えいただけます。ご参加大歓迎。

二日目の9日、13時30分から「水の不思議と木津川の水質変化」として河川レンジャーで里山の会の山田信人さんが講演をします。木津高校教師時代の指導を基に、現在木津川沿川や支流を含めて広く水質調査を進めておられます。この報告も貴重なお話です。　ぜひお越しください。　
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

